
日本社会の協調性は 

農業が盛んな地域における「地域活動」が促進 

―408 集落 7295 人対象調査の結果から解明― 

 

概要 

京都大学こころの未来研究センターの 内田由紀子 准教授らの研究グループは、日本の特徴とされる  協調

性」が、非農家も含めて農業地域全体で高いことを、西日本の 408 集落 7295 名への調査から明らかにしまし

た。そして、農業地域で協調性が促進されるのは、農業地域では  地域活動」（お祭り、自治会、用水路清掃な

ど）への参加率が高いことが一因となっていることを見出しました。その背景には、水田稲作が盛んな農業地

域では、地域住民の大規模な協力関係が歴史的に必要とされ、それが地域の伝統となって現在に受け継がれて

いることがあると考えられます。 

本研究成果は、2018 年 11 月 1日 （米国東部夏時間）に、北米の心理学専門学術誌  Journal of Personality 

and Social Psychology」でオンライン公開されました。 

 

 



 

 

１．背景 

日本においては、他者からの評価を気にかけたり、調和を重視するような 相互協調性」が高いとされて

います。そのルーツは農業にあることが先行研究によって示唆されていますが、実際に 農業に従事するこ

と」が重要なのか、あるいは 農業地域に暮らすこと」が重要なのかについては明らかになっていませんで

した。また、日本の特徴ともいえる漁業に由来する心の性質が日本全体に広まっていない理由も明確ではあ

りませんでした。 

 

２．研究手法・成果 

本研究では、西日本から農業地域、漁業地域、それ以外の地域からサンプリングされた 408 集落（規模は

郵便番号レベル程度）を対象にした住民調査を実施しました。その結果、協調性（他者からの評価を懸念す

る性質）は、農業地域全体（非農業者を含む）でそのほかの地域よりも高いという傾向が見られました。 

また、農業地域全体でなぜ協調性が高くなるのかを検討したところ、農業地域ではほかの地域よりも 地

域活動」の参加率が高く、この参加率の高さが協調性を促進していることが示されました。農業地域、特に

水田稲作がさかんな地域では、人々の大規模な協力関係が歴史的に必要とされてきたと考えられ、これが地

域の伝統となり、現在に受け継がれていると考えられます。なお、地域活動の内容は、具体的にはお祭りや

自治会活動に加え、防災活動、用水路清掃、冠婚葬祭などです。 

漁業者（養殖業を除く）においては、ほかの業種の人たちよりも自尊心が高いという傾向が見られました

が、この心理傾向は漁村全体の特徴（非漁業者と漁業者双方でみられる特徴）ではありませんでした。 

以上のことから、本研究では、地域の生業と地域活動の参加率とが、地域住民の心理に影響を及ぼすこと

が実証されました。 

 

３．波及効果、今後の予定 

 協調性という日本で見られる心理傾向が、 地域における活動への参加率」と関わっていたことが見いださ

れたことは、今後の文化心理学研究の理論や方法について新たな知見を与えると考えられます。今回のプロ

ジェクトでは、特に農村や漁村地域でのデータ収集が行われたことなどからも、これまでは主に国際比較が

行われてきたこの分野における、地域比較の有効性の証左としての波及効果があると考えられます。今後は

集合活動がもたらす影響について、別の側面（例えば地域の中の幸福感とどのように関わるか）からも検証

を続けていきます。 

 



 

 

４．研究プロジェクトについて 

 本研究の実施ならびに共著者は、下記の機関からの出資を受けました。 

上廣倫理財団 地域の幸福プロジェクト」、東京水産振興会、科学研究費補助金 多層的文化内での幸福感の

対人的基盤  農業  漁業  企業分析」（基盤 C、研究代表  内田由紀子、課題番号 26380842）、JST-RISTEX   持

続可能な多世代共創社会のデザイン」 
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